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上を表す前置詞Upon/onそしてInの意味論

一前置詞の包括的な分析にむけて一

花崎　美紀1･花崎　一夫2

Keywords:前置詞､棲み分け､認知言語学､通事的視点､ onomasiology

1.はじめに

形式が異なれば意味も異なる､すなわち形式と意味には一対一の対応関係があるという

iconicity (類像性)を唱道する(Bolinger 1977)のが認知言語学の基本的立場である｡ところ

が､一般的な英語辞典の代表であるOxfordAdvanced Leamer's Dictionaryにおける前置詞の記

述を見てみると､ upon-onと書いてあり､これはアイコニックな立場を反映していないとう

点で問題である｡

また､ (1)(2)(3)の例文にあるonは英語学習者を悩ませ､さらに､上述のアイコニックな立

場からすれば､説明上､困難をきたすものである｡

(1)onsale

(2) he is on the team

(3) march on London

(1)や(2)は､日本語に訳すと｢上｣というよりは｢中｣に近い意味があるようであるし､ (3)

は､ ｢向かって｣を表すため､ toに近いように見える｡つまり一見したところ､これらはon

の多くの用法における｢上｣という意味とかけ離れており､アイコニックな立場からすると､

説明を要する用法であると言えよう｡

上記の2つの問題に答えを与えねばならないのが認知言語学者の宿命とも言えるが､これ

らの問題も視野に入れながら､上を表す前置詞upon, on,そしてそれらに関連が深いinの意

味論の認知言語学的記述を行うのが本稿の目的である｡

2.理論的枠組みと本稿の論点

前置詞の多義研究においては､当該前置詞の意味のみを研究するのでは十分でなく､近似

義語の意味も同時に調査する､すなわちonomasiologicalな視点を加えることが重要である｡

言い換えれば､ fruitには一男二寿という意味もあれば威ノ栗という意味もあるというような

semasiologicalな視点のみでなく､ fruitという語は､ nut,produceなどで置き換えられるといっ

た､ onomaSiologicalな視点を加えて語の棲み分け研究を行うことが肝要である｡ (DiⅣen 皮

Vespoor 1998)したがって､前置詞onとuponの意味研究を行う際にはそれぞれの単語の意味
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研究を行うのみならず､それぞれの近似義語であるinの意味研究も同時に行わなければなら

ないということになる｡

一方､ semasiologicalなアプローチにおいては､当該の単語の意味分析を2つのレベル､す

なわち､中心的意味と用法のレベルで行わねばならない｡言い換えれば､様々な用法を生み

出す多義語の中心的意味を求めると同時に､ある単語における様々な用法の意味的な拡張を

調査する必要がある｡そして用法の拡張が単語の中心的意味の変化をもたらすこともあると

考えるのが本稿の立場である｡すなわち､用法の拡張と中心的意味の間には緊張関係が存在

し､それがどのようなものかを明らかにする必要があるわけである0

意味的に近い関係にある2つの単語が意味的に重なりを見せた場合には､少なくとも2つ

の可能性が生まれると考える｡ 1つは､ 2つの単語がお互いに意味が重ならないように意味

変化を起こし､意味の面での棲み分けを行うという可能性である｡もう1つは､一方の単語

の意味が変化せず､もう一方の単語は､慣用表現としてのみ対立する語の意味を残すという

可能性である｡具体的に図を用いて説明すると以下のようになる｡

(4)

[:空軍コ

〇三=xr　二日
Llll.･.･.･.ココ∃==

Figure 1:近似義語の意味拡張のモデル図

上図で､ byday (昼間に)は､ inとbyが競合した際にinが競り勝ち､その結果として､現在

ではinの意味になっているbyの用法が慣用表現としてのみ残ったことを示している｡

本稿で取り上げる単語のonomasiologicalな分析に関しては､ onとinの棲み分けのために

uponが導入されたと考える｡そして､ uponが導入されたこととinとonの意味拡張によって

当該単語の中心的意味に変化がもたらされたと主張する｡

最後の論点としては､多義語の研究には時として適時的な視点が重要になるということが

挙げられる｡具体的には､本稿で取り上げる前置詞のonは､現在では一部の成句を除けば､

空間的に上を表す用法が主流となっているが､それはonとinの間で棲み分けが起こった結

果であると､通時的な視点から主張することが可能であるoつまり､空間的に上の意味がon､

空間的に中を表す意味をinが担うようになった結果であると言うことである｡

以上の理論的枠組みと論点をもとに以下のセクションで具体的な前置詞の分析を行うこと

とする｡
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3.先行研究

Onの多義を扱った先行研究は多いが､それらは次の2つに大分できよう｡すなわち中心義

を｢接触｣とするものと､中心義を｢支え｣とするものである｡

3.1.中心義｢接触｣

松本(1991､ 1992､ 1993)をはじめとする多くの研究では､ onの中心義は｢接触｣であると

しており､これに疑問を挟む者はいないと思われる｡この流れにはLeech (1969), Bennett

(1975)なども含まれよう｡

3.2.中心義｢支え｣

しかしながら､ ｢接触｣ではthepictureonthewallに見られるonの意味が説明できないとし

て｢支え｣を主張する立場をとる研究もある｡ (Ga汀Odetal. 1999など)つまり､ geometric (空

間的)な説明だけでなく､functional (機能的)な説明を加える必要があるとしている｡ (Garrod

et al. (1999), Talmy (1988))

3.3.先行研究-の批判

いずれの立場をとるにせよ､以下の例などに見られるonの用法がどのようにして出てき

たのかを説明しなければ正確な意味記述がなされていないという誹りは免れない｡

(5) a. marchonLondon　　　ロンドン-行進する

b. ahouse on fire　　　　火に包まれている家

C, atownonthe river　　川沿いにある街

d. agree on prlCe　　　　価格に関して合意する

e. Hediedonme.　　　私は彼に死なれてしまった｡

これらの例に出てくるonは､ ｢接触｣ ｢支え｣のいずれでもうまく説明できないのは明らかで

ある｡本稿ではこれらの例の説明も含めて､ on/upon/inの棲み分けの記述を行うのが目的で

ある｡

4. Onの意味分析

以下が､ websterによるonの意味記述である｡

(6) Websterによるonの意味記述

a. lprep] position over and in contact the book is on the table

b, [prep] presence within

c. lprep] along a whole surface

d･ [prep】 Contiguity, dependence

rode there ()〟 a train

a streak on the wall

afly on the ceiling,

a town ()〟 the river,

work on the committee
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e. [prep] position in place, direction, time

f. lprep] involvement

g. [prep] manner

h. lprep] object

i. lprep] referenceABOUT

j. [prep] Agency

k. [prep] succession

I. lprep] object of reference

m. [adv] in contact

n. 【adv] covering

o. ladv] forward, continuously

p. [adv] in succession

q. [adv] into action

r. ladv] into process of doing something

s. [adv] in acondition decided on

t. tadv] into the state orbeing aware

on the west, on Monday,

On arriving home

on fire

did it on the sly

march on London,

smiled on her

agree On PrlCe

cut her finger on aknife

loss (フ〃 loss

drinks are on me, die on me,

long hours began to tell on him

put a record on

put a clean shirt ()〟

from here on, read on

pass the note on

tum the lights on

a star will be on

has nothing particular ()〟

quickly got ()〟

(''on" in Webster)

これらの例を見てもわかるように､ o〃の中心的意味としては｢接触｣と｢支え｣を想定す

るというのが本稿の立場である｡ (花崎2006)ただしそうすると､すでに述べたように､以

下のデータ((7)として再掲)が問題になる｡以下､これらのデータを中心に見ていく｡

(7) a. march onLondon　　ロンドン-行進する

b. ahouse on斤re　　　　　火に包まれている家

C. atown onthe river　　　川沿いにある街

d. agree on prlCe　　　　価格に関して合意する

e.Hediedonme.　　　　私は彼に死なれてしまった｡

まずは､ (7a)であるが､ oEDによる次の説明が有効であろう｡

(8) fromthe earliest times expressing motion to or towards such a position;these two senses

being (as inthe preposition in) distinguished by the case of the word affected,the former

taking,inOE.,the dat. (rarelythe instrumental) for earlier locative,the latter the'acc･ or

case of motion towards. Butthe OE. polnt Ofview often differed fromthe modern, so

thatthe accusative was not seldom used where we should expectthe dative,and vice

versa.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　("on" in OED)



上を表す前置詞Upon/ OnそしてInの意味論 65

古英語の時代においては､格の使い分けによって動きの有無を示していた｡具体的には､

与格によってlocativeを､対格によってmotiontowardsを表していたというのである｡つまり､

この(7a)は､ ｢接触｣の意義に､ motion towardsの意味を対格が足している用法と見ることが

でき､中心義が｢接触･支え｣であるとする本論の結論と一致していると言えよう｡したが

って､ ｢～-向かって｣という意味でonが使われていたものが､ inとの意味の競合を経てそ

のまま慣用句的に現代英語に残ったと考えられる｡

次に(7b)についてであるが､これは明らかに現代英語ではonの代わりにinを用いる方が意

味的にはわかりやすい場合である｡例えば､現にonllfeやonwaitのような場合には､それぞ

れinllfeやinwaitという言い方があるくらいである｡それにもかかわらずなぜ*ahouseinjire

という言い方をしないのかと言えば､これもinとonの間に起こった意味の競合の過程で､

多くはinにゆずったと考えられるが､ahouseonjireは慣用句的に残った表現であるから現代

英語に存在していると考えることができる｡これも､ OEDがうまく説明をしている｡

(9) Of state, condition, action: (a) witha n., as onji're, on live, on sleep, on a)ail, on the tap;

(b) withnoun of action, as on loan, on sale, on the look10ut, On the move, on the run, on the

wane, On the watch; (C) formerly withvbl. n., as on singing, On building.

In (b) on is still normal; of those in (a) most have now in, (in hfe, in wait), some retain

on, many have reduced it to a, now written in comb. (afl're, alive, asleep: see 30); (C) is

obs. or arch" on having been first reduced to a-, and then omitted in mod. Standard

Eng., wherebythe vbl. n. comes to function as a pres. pple. (the ark was on building, was

a-building, was building). See a prep. I 1113; -ingl, -ing2.　　　　　　　　　　　　(OED)

(10) Formerly used of any time or period, where current usage has in, at, during, by. (Also before

the advb. genitives dqyes, nightes, which were perh. then taken for plurals.) Obs.

C893 K.鬼lfred Or105. i. i. 17 0n huntoae on wintra & On sumera onfiscape.　(OED)

上のOEDの記述にもあるとおり､古英語の時代においてはinとonが区別されずに用いられ

ていたことが知られている｡

実際に､牧野(1991, 1993a, 1993b, 1994)はBedeをEcclesiasticalHisto7yの中において､どのよ

うな前置詞が使われているかを詳細に記述しているが､その中で､ onとinが混同して使わ

れている例が多く見受けられると指摘している｡以下はその一例である｡

(ll) a. swa freo mid heora cyninge drihtne Criste pan soaan cyninge for pan ecamruCe in

heojTonum gegeonde peiwiden (94/8)

このように､彼らは自由を得て､彼らの王と共に､ /天7=ある永遠の

王国のために､真の王であるキリストに喜んでつかえた｡

b. py a:fteran ge且re pa:s ylcan Uocatis I)だt he foraferde of pySSum life, 7 ferde to am

soaan life pan pe on heofonum is: (240/13)

このウオカテス王の治世2年目に彼はこの世を去り､ノ万にあa真の生命-と赴い
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た｡

(Bede's Ecclesiastical mstocv) (牧野199 1 : 207)

本稿が提唱する(4)の図式を使えば､この用法は簡単に説明できよう｡ (7b)は英語教育の

現場では､ ｢成句｣として扱われる意味用法であるが､これらは､ inとonが競合し､棲み分

けた結果､慣用句として残ったものと説明される｡実際に､用法を重視するCobuildにおい

ては､ onjireの様な用法はonの項目には見ることができず､ jireの項目の中に､成句として

記載がある｡このことからも､この(7b)のような用法は､成句としてのみ生き残っている､

そしてそれはinとの棲み分けによってもたらされたと説明できようo

次に(7C)(7d)について見てみることにする｡これらの例には､ 2つの共通点があると言えよ

う｡まず1点目としては､両用法とも､ぼんやりとした近接を表すという点で共通点がある｡

(7C)に関しては､街は川の近接地帯と言えるであろうし､ (7d)に対するWebsterの説明がabout

を使っていることからも明らかな通り､広い意味における価格について合意したという意味

であろう｡また､これらの用法にはもう1点共通点があり､それは､比較的新しい用法であ

るということである｡ OEDによると､ (7C)の用法の初出は1200年頃､ (7d)は1400年頃であ

る｡では､その前にはどの前置詞がこの用法を担っていたかというと､ byが担っていたとい

うのが加藤･花崎(2003), Hanazaki & 且ato (2003, 2004)の主張である｡

加藤･花崎(2003), Hanazaki & Kato (2003, 2004)はbyの多義を考察し､ byの意味ネットワー

クは以下であると結論づけている｡

(12)

C_3-1 ●

ar.thmebc ＼

●

A

out of the

SOtirCe c-1 -1

agent

dlfference

FIGURE 2: The Semantic Network of By

この中でonに関係するところだけを取り出すとするならば､byの中心義はvagueareaであ

ったものが､その意味を放出し､ CatholicHomiliesの頃には､ <inthe domain>の意味用法が中

心義となり､ ME以降pEになると､ <through>の意味が中心義となると論じている｡

ここでいうvagueAreaとは､ OEDの説明による｡
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(13) OE期における｢by-vagueneamess｣の説明

On ('vaguely and indefinitely), in the region or domain of. Obs. exc. in phr. by land, etc..

pa vt-1a3eS beoa swa stronge bi watere 良 bi londe.
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(OED)

つまりは､上野(1995)､上野&金杉(1997a,1997b)が名付けるところの｢そこら-ん｣とい

う意味がbyの中心義であったが､ bylandの様な成句を残して､byはしっかりと｢中｣と｢外｣

の意味に分化していったのである｡となると､ byの中心義の変化により､ byの｢そこら辺｣

と｢～について｣が吸収先を探しており､混同されて用いられていたon･IDは､ ｢そこら辺｣

を表すbyと近い関係にあり､ on･ 1'Dがその漠然とした近接を吸収したと考えられよう｡さ

らに､その中でもoDが担ったのは､その頃には､ oDとllnの棲み分けが進んでおり､ 1'Dは厳

密にある範囲の中を表すようになったので､ ｢近接｣であるために､ onが担うようになった

と論じることができよう｡歴史的にも､ byが｢そこら辺｣の意味を失う頃と､ onに漠然とし

た隣接を表す(7C)(7d)の様な用法が現れ始めた年代もだいたい重なる｡

よって本稿では､ (7C)や(7d)の様な用法は､ onとinの混同により､ byが放出した｢そこら

辺｣の意味を吸収したものであると提唱する｡

最後に(7e)の用法であるが､これはonとinが棲み分けを行った際の弁別素性が､ <力関係

>であると論じれば､問題なく説明できるであろう｡つまり､ onはその中心義に<支え>を

持つほどに､関係する2項の間に､支え･支えられるものという関係をもつということを表

す前置詞である｡よって､この<支え>の意味が派生し､影響を及ぼすものと及ぼされるも

のという2者の関係を表すようになったと考えればよいと結論づけられる｡

以上､ onの多義を中心義を<上･支え>とし､その中心義から一見離れているように見え

る(7a-e)のような用例も､ inやbyなどとの緊張関係によって説明できる､つまり､

onomasiologicalな視点を持てば説明できることを見てきた｡

5. On/Uponの意味論

ここで説明しなければならないことは､なぜonとinの意味の棲み分けが起こったかとい

うことである｡これに関しては､ Niwa(1998)およびNiwa(1999)が参考になる｡

Niwa(1998, 1999)では､まず1998年の論文でonを歴史的に考察し､ 1999年の論文で他の

前置詞とともにuponを説明しているが､ on､ uponに関して､それらの論文は､以下の3点

の結論を挙げているといえようo 1) onがwestsaxonで使われ､ Anglicanではその代わりに

inが使われていたことを明らかにした｡これは､ P.Chrには､たくさんのinがでてくるのが

証拠としてあげられると論じている0 2)さらに､ uponは､ onがMEにulPanとなり､それが

13世紀にuponと変化したというMeroney (1943)に反論し､ uponは､ …cumulative tendency"

Piwa 1999:295)､つまり､意味が弱くなった語は同じような意味をもつ語を重ねることによ

り意味を強化することを通して､ up+onとして生成されたと主張する｡ 3)そして13世紀頃

にuponが生成されるのと同時に､ onが一時使用されなくなり､ uponとinが両地方で使われ

るようになったが､その2つが用法を別にすると同時にonが復権して､ onとuponとinが

使われるようになった､と論じている｡
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上の論を図示すると､以下のようになるであろう｡

(14)

FIGURE 3: On,In, Uponの棲み分け図

つまり､すでに指摘したように､古英語ではinとonを区別しないで用いることもあった

わけであるが､中期英語の時期になって､ cumulative tendencyにより､明らかに｢接触｣を

意味するuponが登場し､そのため一時的にonが使われない時期が生まれ､その時期を経た

のちに最終的にはonは主に｢接触｣の意味で使われるようになり､ inとの棲み分けが起こ

ったと言えるのである｡

6.結語

本稿では､ onとinの棲み分けのためにuponが導入されたと考え､さらにuponが導入

されたこととinとonの意味拡張によって当該単語の中心的意味に変化がもたらされたと主

張することで､ (7)のようなやや周辺的なデータに対しても妥当な説明を与えることができた

と言えよう｡

また､多義語の研究には時として通時的な視点が重要になることも十分に示されたと言

えよう｡具体的には､本稿で取り上げた前置詞のonは､現在では一部の成句を除けば､空間

的に上を表す用法が主流となっているが､それはonとinの間で棲み分けが起こった結果で

あると､通時的な視点から主張することが可能であることが示された｡つまり､空間的に上

の意味がon､空間的に中を表す意味をinが担うようになったということが､適時的な視点

から確認できたわけである｡
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